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令和5年度一般会計補正予算

使い方をチェック！
9月定例会後 一般会計予算　547億7,707万1千円

令和5年度当初予算
計538億8,692万6千円

6月定例会
+8億6,927万7千円
計549億569万5千円

9月定例会
－1億2,862万4千円
計547億7,707万1千円

小学校施設浄化槽改修事業費
　　　　　　　　　　1,497万４千円
　令和５年５月に実施した点検で、富来田小学校の屋内
運動場浄化槽に老朽化による亀裂があることが判明し
ました。使用継続が不可能であることから、撤去及び
更新の工事に必要な経費を計上します。
　Q　工事のスケジュールは
　A　年内に着工して３月に完成できるよう、現在設計
　　　中である。
　　　　　　　　　　　　　  　 （市 1,497万4千円）

選挙執行事務費　　　△565万1千円
　令和５年４月に行った木更津市議会議員一般選挙に係
る経費として計上したうち、支出しなかった残額を減
額補正します。
　Q　減額になった理由は
　A　立候補者を33名と見積もり、選挙運動に使用する
　　　自動車の借入代や燃料代、ビラやポスターの作成
　　　に係る費用等への負担金を計上したが、実際は　
　　　28名だったことが主な理由の一つである。
　　　　　　　　　　　　　　   （市 △565万1千円）

子育て世代包括支援センター事業費
　　　　　　　　　　　　  162万円
　産後、家族等から十分な支援が受けられず、体調不
良や育児不安のある母子をサポートするケア事業にお
いて、宿泊型の需要が当初の見込みより増加したため、
必要な費用を増額します。
※宿泊型…母子が市が委託する医療機関等に宿泊し、
育児に関する指導・支援等を受けることで、自宅に戻
ってからも安心して子育てができるようにする事業
　Q　制度を利用した方からの感想は
　A　利用者アンケートによると、100％の方が「利用し
　　　てよかった」と回答している。また、「ゆっくり食
　　　事ができた」「自宅に戻った後も焦ることなく育児
　　　ができている」「助産師さんや看護師さんの言葉
　　　にとても救われた」といった声もあり、高い評価
　　　を得ている事業であると認識している。
　　　　　　　　　　　 　 （国 81万円・市 81万円）

重度心身障害者紙おむつ給付事業費
　  　　　　　　　　　  29万７千円
高齢者紙おむつ給付事業費　　　　
　　　　　　　　　  　716万８千円
　在宅で重度の障がいや寝たきり、認知症などにより
常時失禁している人に対して、ひと月30枚、3ヶ月に1
度、紙おむつを支給する事業です。
　下半期の契約をするにあたり、物価・人件費高騰の
影響により不足する費用を増額します。
　Q　3ヶ月に1度の支給ということだが、途中で紙お
　　　むつのタイプを変更することは可能か
　A　未開封の場合に限り、相談していただければ変
　　　更可能である。
  （障害者　市 29万７千円）（高齢者　市 716万８千円）

　地区土地改良事業補助金 112万８千円
　後田揚水組合、有吉揚水組合、下望陀揚水組合が管
理している揚水ポンプ機に不具合が生じたことによる
修繕について、国及び県の補助対象とならないため、
その事業費の30％以内を補助します。
　Q　この３団体を補助することになった経緯は
　A　他団体からも補助の要望はあるが、いつ故障し
　　　てもおかしくないこと、来年3月には揚水供給
　　　を開始することを考慮し、今回はこの３団体と
　　　した。
　　　　　　　　　　　　　　  　（市 112万８千円）

駐車場管理費　1,232万３千円
　木更津駅周辺庁舎の事業化が延期になったことか
ら、西口駐車場の再開を求める声が多くありました。
　市民サービスや駅利用者の利便性向上、短期間再開
することの費用対効果を検討した結果、再開可能と判
断し、再開に必要な経費を増額します。
　なお、営業期間は令和５年12月（予定）から１～２年
程度を見込んでいます。
　Q　具体的な修繕内容は
　A　令和５年度は消防設備、誘導灯、非常ドアなど。
　　　令和６年度はトイレなどを予定している。
　　　　 　  （使用料 787万１千円・市 445万２千円）
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　決算審査特別委員会では、一般会計と４つの特別会計及び下水道事業会計の決算書類審査を３日間実施し、執行
部の説明を求め、質疑を行うとともに、事業に関する改善要望等を行いました。また、今年度から委員数を12名に
増やし、より詳細な審査を行いました。（質疑862件、要望63件）

令和４年度決算の認定

事業の成果は？　今後は？　暮らしは？

歳入 555億9,875万5,210円

差引額   22億5,940万9,248円
歳出 533億3,934万5,962円

翌年度実施すべき事業分の繰越額
6億6,720万7,004円

地方自治法に基づく基金繰入額
12億9,220万2,244円

翌年度への繰越額
3億円

差
引
額
内
訳

決算審査特別委員会　　　　◎委員長　○副委員長
◎草刈慎祐　〇佐藤修一　　神蔵五月　　堀切俊一　　重城正義　　永原利浩
　座親政彦　　渡辺厚子　　田中紀子　　鈴木秀子　　近藤　忍　　斉藤高根

（歳入）ふるさと応援寄附金　３億2,785万2,500円
実質的な歳入額は
寄附受入額約３億8千万円に対し、諸経費が約１億7千万
円、市民が他自治体にふるさと納税を行ったことによる
市民税控除額が約２億9千万円のため、収支は約8千万
円のマイナスだが、市民税控除額の75％が補填される
ため、実質的には約１億4千万円の黒字。
この3年間の推移は
令和2年度は約1千万円の黒字、 3年度は約2千万円の黒
字、4年度は約１億４千万円と大幅な黒字。

Ｑ
A

Ｑ
A

除草・植樹帯管理事業費　2,761万5,500円
市内何か所を管理しているか
除草の面積は約5万3,500㎡。街路樹の総本数は約
6,800本。
どのくらいの頻度で管理しているか
除草は基本的に年1回だが、通行の支障となったり歩行
者にとって危険な場合は複数回対応することもある。街
路樹は、市内の全樹木を1度に実施することができない
ため、複数年で剪定するよう計画を立てている。

Ｑ
A

Ｑ
A

消防団員報酬　　4,101万3,049円
報酬額が改定されたことによる団員からの声は
「自分たちのまちは自分たちで守るというボランティア精
神で活動しているが、やはり報酬額が上がるのは率直に
嬉しい」との声があった。また学生部への勧誘の際、報
酬があることを魅力の一つとして説明しており、結果今
年の4月当初の13人から19人まで増えた。
報酬の支給方法は
令和元年度から個人口座への振込となっている。

Ｑ
A

Ｑ
A

ワーケーション環境整備事業費補助金　5,800万円
この補助金で金田みたて海岸のトレーラーハウスを整備
したが、利用者は誰を想定しているか
平日はワーケーションでの利用者、休日はファミリー層
と観光客をターゲットと考えている。
今後どのような方向性で進めていくか
新たに企業向けのヘルスケア型ワーケーションメニュー
の展開や、里山里海体験プログラムの事業を活用するこ
とでさらなる利用促進に努めたい。

Ｑ

A

Ｑ
A

保育施設等ICT活用事業費　　346万2,140円
保育士の業務負担軽減のためのシステム導入に係る経
費だと聞いているが、導入後の効果は
令和４年度から導入した栄養管理ソフトについては、栄
養素の計算から献立の作成、
食材発注まで容易に行えるよ
うになった。またアレルギー
児対応についても、該当食材
を登録することで献立作成や
調理指示がより容易になり、
安全に寄与している。

Ｑ

A
Ｑ
A

Ｑ
A

GIGAスクール通信機器整備事業費
 （小学校）393万5,305円  （中学校）264万2,695円
タブレットの活用方法は
ドリル学習や調べ学習での活用はもとより、体育で跳び
箱を飛ぶ様子などを動画で撮影し確認することで、技術
向上を図る学習等にも活用している。学習以外での活用
方法としては、他学校とのオンライン交流などがあった。
利用方法の理解に乏しい児童生徒への対応は
年度当初に使い方の書かれた紙を配付するほか、授業
の中で担任、もしくは学校に配属されているICT支援員
が使い方を教えている。
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議案審議

「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です

賛否のわかれた議案等をお知らせします
他17件の議案等は、原案のとおり全会一致で可決しました。

※表の見方　　　　○：賛成　　●：反対　　－：議長のため採決に加わっていません

令和5年9月定例会で審議された議案等を
公開しています。

議
案
第
83
号　
木
更
津
市
印
鑑
条
例
の一部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
印
鑑
登
録

証
明
書
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
利
用
可
能

と
な
る
時
期
に
合
わ
せ
、
関
係
条
文
を
整
備
し
ま
す
。

　
社
会
科
の
授
業
の一環
と
し
て
、
７
月
18
日

に
高
柳
小
学
校
６
年
生
の
皆
さ
ん
が
議
場
見

学
を
行
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
の

職
員
か
ら
選
挙
の
仕
組
み
や
そ
の
大
切
さ
に

つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
、
次
に
模
擬
投
票

を
体
験
し
ま
し
た
。
投
票
箱
や
投
票
用
紙
、

記
載
台
は
実
際
の
選
挙
で
使
用
す
る
も
の
が

用
意
さ
れ
、
皆
さ
ん
興
味
津
々
の
様
子
で
し

た
。
そ
の
後
、「
も
し
選
挙
に
行
か
な
か
っ
た

ら
ど
う
な
る
か
」
と
い
う
総
務
省
作
成
の
動

画
を
視
聴
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
会
事
務
局
の
職
員
か
ら
議
会
の

仕
組
み
や
議
員
の
役
割
に
つ
い
て
の
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、「
議
員
に
な
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は
？
」「
議
長
の
椅

子
の
座
り
心
地
は
？
」
と
い
っ
た
も
の
か
ら
、

「
議
会
の
平
均
年
齢
は
？
」「
予
算
を
考
え
る

と
き
に
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？
」
と
い
っ

た
も
の
ま
で

様
々
な
質
疑

が
あ
り
、
執

行
部
席
に

座
っ
て
い
た

議
員
が
回
答

し
ま
し
た
。

高柳小議場見学

印鑑登録証明書の取得

現　状

市役所市民課・
公民館支所

新たに

印鑑登録証（カード）と申請用紙
を持参の上、窓口にて交付

コンビニ等

スマートフォン

マイナンバーカードとその暗証番
号によって、マルチコピー機にて
交付

マイナンバーカードを持ち歩かず
とも、スマートフォンに専用のア
プリを入れることによって、印鑑
登録証明書をマルチコピー機から
交付できるようになります
※12月を目途にコンビニエンスス
トア等で利用可能予定

質疑に答える議員
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請　願

発議案

要望書の提出

　幅広い世代の消費者被害を防止、救済するために、特定商取引法の抜本的改正をするよう関係機関
あてに意見書の提出を求めるものです。

請願第１号　「特定商取引法平成28年改正における５年後見直しに基づく同法の抜本的改正」
　　　　　　を求める請願書

　基地政策特別委員会で取りまとめた意見書を、地方自治法第99条の規定により、関係機関へ提出し
ようとするものです。
　本会議では、「安全性や周辺住民への影響について懸念する記載がある一方、木更津飛行場周辺まち
づくりに対する助成予算の確保を行うことの記載もあり、『矛盾しているのではないか』という市民から
の問いに答えられない」という反対討論がありましたが、賛成者多数により可決されました。

紹介議員　吾津 松太郎議員　　　請願者　千葉県弁護士会 会長　菊地 秀樹さん

発議案第10号　基地対策関係施策に関する要望書について

基地政策特別委員会協議会

「基地対策関係施策に関する

要望書」の案を検討

基地政策特別委員会　
「基地対策関係施策に　
関する要望書(案)」を

採決し、全会一致により可決

本会議
議員発議案として
提出し、賛成者
多数により可決

防衛大臣他
関係機関へ提出

可 決可 決

　請願第１号が本会議で採択されたため、所管委員会である教育民生常任委員会の委員の連名により
発議案が提出され、全会一致で可決されました。

　基地対策関係施策に関する要望書について、９月定例会最終日の９月21日
に発議案を審議し、可決されたため、９月28日に防衛大臣他、関係機関へ提
出しました。また、最近のオスプレイの予防着陸について、口頭で申し入れました。

発議案第11号　特定商取引法平成28年改正における５年後見直しに基づく同法の抜本的改正
　　　　　　　 を求める意見書について

本会議で請願第１号を審議
採択を受け、

意見書を議員発議案として
所管委員会より提出

本会議で
発議案を審議

議会終了後、
内閣総理大臣他
関係機関に提出

可 決採 択

教育民生常任委員会協議会

紹介議員及び請願者の趣旨説明、質疑

教育民生常任委員会

執行部の参考意見を聞いて審査

本会議で委員会の

結果報告後、審議

採 択 採 択

発議案第10号をご覧ください。

１．議会並びに木更津駐屯地に関する協議会に対して、情報提供を
　　直接、適切かつ速やかに行い、諸課題の解決を図ること
２．日米オスプレイに関する合意書や覚書を遵守すること
３．基地周辺対策経費を確保すること
４．基地周辺地域の生活環境の維持向上に努めること
５．地域との共生に努め防災や産業活性化に寄与すること

要望事項

北関東防衛局長へ要望書を提出
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.........................................................................................................................................................................

議員が聞いた！ 今とこれから

代表質問
問　
令
和
５
年
３
月
に「
未
来
創
生

木
更
津
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
」と
題
し
、第
３
次
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
た
が
、こ
れ
か
ら
の
４
年

間
、ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き

推
進
し
て
い
く
の
か
伺
う

答　
第
３
次
基
本
計
画
は
、今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
展
望
や
重
点
戦
略
、

基
本
構
想
に
定
め
た
４８
施
策
の
取

組
の
方
向
性
を
示
す
、ま
ち
づ
く
り

の
新
た
な
指
針
と
な
る
も
の
で
あ

る
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
相
次
ぐ

大
規
模
災
害
、都
市
と
地
方
と
の
人

口
の
偏
在
な
ど
乗
り
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
多
く
の
課
題
に
直
面
し

て
お
り
、経
済
・
自
然
環
境
・
暮
ら

し
に
お
い
て
抜
本
的
な
変
革
期
の
真

っ
只
中
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ

う
な
中
、時
代
の
大
き
な
変
化
に
も

適
応
す
る
計
画
と
し
て
、サ
ブ
タ
イ

ト
ル
を
、「
未
来
創
生
木
更
津
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」と
し
、今

後
も
変
革
の
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な

く
更
に
進
め
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、４
つ
の
基

本
的
視
点
・
重
点
戦
略
を
掲
げ
た
。

引
き
続
き
、２
０
３
０
年
を
目
標
年

次
と
す
る
基
本
構
想
の
将
来
都
市

像
の
実
現
に
向
け
、こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
ま
ち

づ
く
り
を一
層
推
進
し
、共
生
と
循

環
で
地
域
が
円
熟
す
る
中
で
、木
更

津
ら
し
い
豊
か
さ
の
確
立
に
向
け
、

市
民
の
皆
様
と一
体
と
な
っ
て
各
施

策
に
取

り
組
ん

で
い
く
。

羅
針
盤
代
表
　
草
刈 

慎
祐
　
議
員

人
々
の
生
活
を
よ
り
良
い
方
向
へ

変
え
て
い
く
た
め
に

第
３
次
基
本
計
画（
表
紙
）

問　
庁
舎
整
備
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
変
更
に
関
す
る
詳
細
な
経
過
に
つ

い
て
伺
う

答　
駅
周
辺
庁
舎
の
整
備
に
あ
た
っ

て
は
、今
後
の
方
針
を
決
定
す
る
た

め
、「
木
更
津
駅
周
辺
庁
舎
整
備
事

業
に
関
す
る
市
場
調
査
」を
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
調
査
に
つ
い

て
は
、６
月
29
日
に
対
象
の
敷
地
や

施
設
の
概
要
を
記
載
し
た
実
施
要
領

を
公
表
し
、参
加
申
込
を
受
け
付
け

た
後
、申
込
の
あ
っ
た
事
業
者
に
実

施
要
領
を
考
慮
し
た
提
案
書
の
提
出

を
求
め
た
も
の
。

　
そ
の
後
、事
業
者
か
ら
提
出
の
あ

っ
た
提
案
書
を
も
と
に
個
別
に
事
業

者
と
の
対
話
を
実
施
し
、整
備
す
る

施
設
の
内
容
や
事
業
手
法
、事
業
期

間
等
様
々
な
意
見
を
頂
い
た
。
こ
の

意
見
に
つ
い
て
は
取
り
ま
と
め
を
行

い
、議
員
皆
様
に
資
料
配
付
し
た
後

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
た
。

　
本
調
査
に
お
い
て
、参
加
事
業
者

に
対
し
、本
市
が
提
示
し
た
条
件
の

範
囲
内
で
提
案
事
業
の
実
施
が
可
能

で
あ
る
か
の
判
断
を
８
月
３
日
を
目

途
に
求
め
て
き
た
が
、事
業
者
が
内

容
の
精
査
と
詳
細
な
工
事
費
の
算
出

に
時
間
を
要
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

事
業
の
実
施
が
可
能
か
の
判
断
に
至

ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、方
針

決
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
変
更
し
た
。

　
今
後
と
し

て
は
、引
き
続

き
、事
業
者
と

の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
重
ね
、事
業

が
実
施
可
能

で
あ
る
か
協

議
し
て
い
く
。

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
代
表
　
斉
藤 

高
根
　
議
員

木
更
津
駅
周
辺
庁
舎
の

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

市場調査スケジュール
（「市場調査の対話結果概要」より）

紙面の都合上、質問議員が大項目１点を選び、質問と答弁を掲載しています。
各議員の顔写真下のＱＲコードから質問と答弁の動画をご覧いただけます。

9月定例会では、新型コロナウイルス感染症対策
とし６０分に短縮していた質問時間を90分に戻
し、会派の代表4人が大項目17点、小項目93点
にわたり、代表質問を行いました。
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問　
低
利
用
の
金
田
見
立
漁
港
を

活
用
し
た
地
域
活
性
化
へ
の
寄
与
は

答　
本
来
の
漁
港
と
し
て
の
機
能

を
維
持
し
つ
つ
、漁
業
者
の
安
定
的

な
所
得
の
確
保
や
地
域
の
活
性
化

に
繋
が
る
漁
業
体
験
施
設
・
直
販
・

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
６
次
産
業
振
興
の

可
能
性
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
す
る
。

問　
「
浜
の
駅
」の
よ
う
な
事
業
展

開
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う

答　
行
政
主
体
の
事
業
展
開
と
は

別
に
、地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
民

間
企
業
と
の
勉
強
会
の
中
で
、本
年

７
月
に
神
奈
川
県
大
磯
港
に
あ
る

「
大
磯
コ
ネ
ク
ト
」を
視
察
す
る
な

ど
、民
間
企
業
に
よ
る
事
業
展
開
の

可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

る
。

問　
市
管
理
の
各
漁
港
に
お
い
て
、

数
多
く
の
所
有
者
不
明
の
廃
船
が

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
の
が
見

受
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は

景
観
及
び
環
境
に
お
い
て
も
好
ま

し
く
な
い
が
、今
後
の
対
応
を
伺
う

答　
今
後
、廃
船
処
理
費
の
助
成
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

問　
有
機
米
生
産
の
取
組
に
つ
い
て

伺
う

答　
小
・
中
学
校
３０
校
に「
き
さ
ら

づ
学
校
給
食
米
」を
全
量
提
供
す
る

た
め
の
有
機
米
約
１
４
７
ト
ン
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、３５ 

ha
の
ほ
場
が

必
要
に
な
る
。
令
和
５
年
度
の
ほ
場

は
２５ 

ha
で
あ
り
、今
後
、毎
年
５ 

ha

を
増
や
し
て
い

く
計
画
で
、
令

和
７
年
度
産
の

収
穫
で
全
量
達

成
す
る
見
込
み

で
あ
る
。

公
明
党
代
表
　
竹
内 

伸
江
　
議
員

持
続
可
能
な
農
漁
業
の
振
興
と

活
性
化
を
目
指
し
て

問　
個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
、寄
附
者
と
寄
附
金
額
の
増
加

に
繋
げ
て
い
く
た
め
の
本
年
度
の

重
点
的
な
取
組
は

答　
本
年
度
の
重
点
的
な
取
組
に

つ
い
て
は
、寄
附
額
の
さ
ら
な
る
増

加
に
向
け
て「
リ
ピ
ー
タ
ー
確
保
の

強
化
」「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
」

「
地
域
と
の
関
係
性
強
化
」の
３
つ

の
柱
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
リ
ピ
ー
タ
ー
確
保
の
強
化
」で

は
、返
礼
品
充
実
を
積
極
的
に
図
る

ほ
か
、寄
附
者
の
手
続
き
簡
素
化
に

向
け
、本
年
７
月
よ
り
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
申
請
の
受
付
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
も
可
能
と
な
る
よ
う
対
応
し
た
。

　
「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
」で

は
、導
入
済
で
あ
る
３
つ
の
ふ
る
さ

と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
加
え
、

本
年
８
月
か
ら
４
つ
目
の
サ
イ
ト
の

利
用
を
開
始
し
、こ
れ
に
よ
り
シ
ェ

ア
率
４
位
ま
で
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展

開
し
て
い
る
。

　
「
地
域
と
の
関
係
性
強
化
」で
は
、

魅
力
あ
る
地
場
産
品
を
返
礼
品
と

し
て
取
り
揃
え
る
こ
と
は
、寄
附
額

の
確
保
だ
け
で
は
な
く
本
市
の
魅

力
を
広
く
全
国
に
伝
え
る
こ
と
に

繋
が
る
こ
と
か
ら
、ら
づ-

Ｂ
ｉｚ
と

連
携
し
な
が
ら
事
業
者
や
生
産
者

と
協
働
し
た
新
た
な
返
礼
品
の
開

拓
を
進
め
て
い
る
。
引
き
続
き
、他

市
町
村
で
の
成
功
事
例
や
取
組
体

制
を
研
究

し
、
さ
ら

な
る
寄
附

の
確
保
に

取
り
組
ん

で
い
く
。

新
栄
会
代
表
　
座
親 

政
彦
　
議
員

新
た
な
財
源
確
保
で
各
種
事
業
の

積
極
的
な
展
開
を

本会議の中継
　本会議の様子を生中継（当日のみ）、
録画中継で公開しています。

議員の情報
連絡先等を公開しています。

◆ 一般質問とは、議員が市の事務の状況や今後の方針などを問いただし、市民のための適切な市政
　 運営が行われているかをチェックするものです。９月、３月定例会では、議員個人による質問に加え、
　 会派の代表による代表質問も実施しています。

金田見立漁港

木更津市ホームページ
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議員が聞いた！ 今とこれから

一般質問

田
中 

紀
子
　
議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

マ
イ
ナ
保
険
証　
暮
ら
し
へ
の
影
響

問　
会
社
等
の
健
保
組
合
加
入
の
市
民
が
マ

イ
ナ
保
険
証
を
市
に
自
主
返
納
し
た
場
合
、

そ
の
方
へ
の
資
格
確
認
書
を
発
行
す
る
健
保

組
合
に
、木
更
津
市
は
連
絡
す
る
の
か

答　
国
か
ら
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

問　
お
薬
手
帳
は
、処
方
さ
れ
た
薬
の
シ
ー

ル
を
す
ぐ
に
貼
り
最
新
の
情
報
だ
。
マ
イ
ナ

保
険
証
は

答　
今
日
の
診
療
分
が
履
歴
に
反
映
さ
れ
る

の
は
翌
月
中
旬
以
降
で
、履
歴
は
令
和
３
年

９
月
受
診
分
以
降
の
情
報
で
あ
る
。

問　
健
康
保
険
証
は
身
分
証
明
に
使
え
た

が
、資
格
確
認
書
は

答　
国
か
ら
ま
だ

示
さ
れ
て
い
な
い

の
で
判
断
で
き
な

い
。

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

９月定例会では、個人 14 人が大項目 31 点、
小項目 128 点にわたり、一般質問を行いま
した。

渡
辺 

厚
子
　
議
員

各
種
検
診
の
拡
充
で

保
健
の
充
実
を

問　
男
性
特
有
の
が
ん
で
あ
る
前
立
腺
が
ん

と
診
断
さ
れ
る
人
の
数
は
、年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、多
く
の
自
治
体
で
検
査

を
実
施
し
て
い
る
。
前
立
腺
が
ん
の
早
期
発

見
の
た
め
に
検
診
を
実
施
す
べ
き
だ
と
訴
え

て
き
た
が
、再
開
に
つ
い
て
の
進
捗
は

答　
今
後
は
、４
市
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
胃
が
ん
検
診
に
内
視
鏡
検
査（
個
別
検

診
）を
追
加
す
る
検
討
の
進
捗
は

答　
管
内
医
療
機
関
に
対
し
導
入
に
向
け
て

の
調
査
を
行
う
予
定
だ
っ
た
が
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
調
査
は
実
施

さ
れ
な
か
っ
た
。

今
年
度
は
、調
査

実
施
を
近
隣
市
と

共
に
君
津
木
更
津

医
師
会
へ
働
き
か

け
た
い
。

内視鏡検査

神
蔵 

五
月
　
議
員

吾
妻
公
園
文
化
芸
術
施
設
に

充
実
し
た
設
備
の
設
置
を

問　
吾
妻
公
園
文
化
芸
術
施
設
の
機
能
の
検

討
状
況
に
つ
い
て
、現
状
を
伺
う

答　
設
備
は
、文
化
団
体
や
学
校
の
利
用
を

想
定
し
、各
種
音
楽
や
演
劇
な
ど
の
文
化
芸

術
活
動
に
適
し
た
舞
台
及
び
演
出
環
境
を
提

供
で
き
る
よ
う
、来
年
度
以
降
、設
計
の
段

階
に
お
い
て
詳
細
な
検
討
を
行
う
。

問　
設
計
ま
で
に
市
民
の
声
を
届
け
る
機
会

が
ど
れ
だ
け
あ
る
か

答　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
ほ
か
、住
民
説

明
会
も
実
施
す
る

な
ど
、
よ
り
多
く

の
市
民
の
皆
様
か

ら
ご
意
見
を
頂
戴

す
る
機
会
を
確
保

し
て
い
く
。

吾妻公園イメージパース

〇〇〇

一般質問の全文（会議録）
　令和5年9月定例会の会議録は令和5年11月下旬に公開予定です。
　また、図書館、各公民館でも閲覧することができます。
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吉
田
眞
紀
人
　
議
員

〝
若
い
世
代
〞が

  

声
を
上
げ
て
い
く
世
の
中
に

問　
若
い
世
代
の
政
治
へ
の
興
味
・
関
心
の

低
さ
が
投
票
率
に
も
表
れ
て
い
る
が
、市
は

ど
う
考
え
る
か
問
う

答　
若
年
層
の
投
票
率
の
低
さ
は
今
後
の
重

要
な
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
選
挙
に
参

加
す
る
こ
と
が
社
会
の一員
と
し
て
の
責
務

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
く
。

問　
市
政
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
く
た
め

に
、市
民
の
多
様
な
意
見
を
把
握
し
、政
策

な
ど
に
活
か
せ
る
仕
組
み
は
あ
る
の
か

答　
今
年
度
、新
た
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
市
民
が
い
つ
で

も
気
軽
に
意
見

や
、ア
イ
デ
ア
を

投
稿
す
る
こ
と
が

で
き
、市
民
同
士

が
議
論
で
き
る
環

境
を
整
え
た
。

近
藤 

忍
　
議
員

産
業
用
地
の
確
保
策
に
つ
い
て

問　
産
業
用
地
確
保
の
た
め
、ど
の
よ
う
な

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
か

答　
市
街
化
調
整
区
域
内
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
で
民
間
企
業
に
対
し
産
業
用
地
の

造
成
を
誘
導
し
、市
は
基
礎
イ
ン
フ
ラ
整
備

へ
の
補
助
金
を
支
払
う
計
画
で
あ
る
。

問　
市
街
化
調
整
区
域
で
の
小
規
模
な
開
発

で
も
奨
励
金
を
出
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
が

要
件
緩
和
は
検
討
さ
れ
た
か

答　
今
後
は
調
査
研
究
し
た
い
。

問　
産
業
用
地
を
造
成
す
る
企
業
を
増
や
す

た
め
見
直
し
を
急
ぐ
べ
き
で
は

答　
行
政
は
造
成

後
の
企
業
立
地
を

後
押
し
す
べ
き
な

の
で
必
要
に
応
じ

条
例
の
見
直
し
を

検
討
す
る
。

堀
切 

俊一　
議
員

木
更
津
市
民
に
日
常
生
活
の一部

を
提
供
で
き
る
公
園
の
整
備
を

問　
木
更
津
市
の
公
園
は
、雑
草
等
が
多
く

市
民
が
日
常
生
活
の
中
で
活
用
し
て
い
る
場

面
を
見
る
こ
と
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か

答　
予
算
の
範
囲
で
市
民
の
皆
様
に
気
持
ち

良
く
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
し
た
い
。

問　
平
成
29
年
度
の
調
査
で
は
、国
の
基
準

に
よ
る
公
園
内
の
遊
具
の
健
全
度
評
価
は
４

段
階
中
、Ｃ
ラ
ン
ク
と
Ｄ
ラ
ン
ク
が
61
％
を
占

め
て
い
る
。
危
険
で
は
な
い
か

答　
令
和
４
年
度
の
調
査
で
は
Ｃ・Ｄ
ラ
ン
ク

の
割
合
は
52
％
と
な
っ
て

い
る
。

問　
市
民
の
納
得
は
得

ら
れ
て
い
る
か

答　
現
在
の
対
応
で
十

分
と
は
考
え
て
い
な
い

が
、時
に
は
感
謝
の
お
言

葉
を
頂
く
こ
と
も
あ
る
。

.........................................................................................................................................................................

柗
井 
晃
治
　
議
員

教
育
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

さ
ら
な
る
拡
充
を

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
運
用
に
関
し
て
、国

の
支
援
員
配
置
目
標
水
準
と
本
市
の
支
援
実

情
の
差
異
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
う

答　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
派
遣
状
況
と
し
て

は
、文
部
科
学
省
の
目
標
水
準
の
約
半
数
の

現
状
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
さ
ら
な
る
拡

充
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
と
教
職
員
と
の
さ
ら
な

る
連
携
へ
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
う

答　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
へ
相
談
や
依
頼
の
で
き

る
内
容
、で
き
な
い
内
容
を
教
職
員
に
広
く

周
知
す
る
必
要
が

あ
る
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
と
の
会
議
の
際

に
内
容
の
す
り
あ

わ
せ
を
行
っ
た
上

で
各
小
中
学
校
に

周
知
し
て
い
く
。

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

他自治体との比較

市民参加型合意形成プラットフォーム

ICT活用授業

開発が期待されるインター周辺

ICT（情報通信技術）…情報通信機器を用いて
行うコミュニケーションを実現する技術のこと

第166号 2023年（令和5年）11月1日（水）
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.........................................................................................................................................................................

.........................................................................................................................................................................

重
城 

正
義
　
議
員

安
心
安
全
な
生
活
を
守
り
抜
く

た
め
の
地
域
防
災
組
織
の
強
化

問　
地
域
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
課
題
も
多

く
あ
る
と
思
う
が
、今
後
ど
の
よ
う
な
組
織

で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
か
。
ま
た
、地

域
防
災
組
織
の
今
後
に
つ
い
て
伺
う

答　
地
域
の
方
々
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、地
域
を
知
る
か
ら
こ
そ
の
細
や
か
な
対

応
や
、地
域
に
居
る
か
ら
こ
そ
の
迅
速
な
対

応
が
期
待
さ
れ
る
。
１
０
６
団
体
が
設
立
さ

れ
、資
器
材
や
備
蓄
品
の
点
検
整
備
、災
害

を
想
定
し
た
安
否
確
認
な
ど
３３
団
体
で
７１
回

の
地
区
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。

　
顏
の
見
え
る
関
係

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
活
か
し
た
自
立
し

た
組
織
で
あ
り
、
行

政
と
も
連
携
し
て
い

る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
。

鈴
木 

秀
子
　
議
員

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

待
機
者
と
施
設
整
備
を
問
う

問　
今
回
の
選
挙
で
は
公
約
に
３
つ
の
ゼ
ロ

を
掲
げ
た
。
う
ち
１
つ
が
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
待
機
者
ゼ
ロ
。
本
市
の
待
機
者
数
は

答　
令
和
５
年
７
月
１
日
現
在
、２
６
１
人
。

問　
待
機
者
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う

答　
入
居
希
望
者
調
査
の
集
計
結
果
に
よ
る

と
、約
３
割
80
人
が
早
期
入
所
を
希
望
し
て

お
り
、主
に
自
宅
で
訪
問
介
護
、通
所
介
護
、

短
期
入
所
生
活
介
護
、福
祉
用
具
貸
与
な
ど

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
。

問　
施
設
の
整
備
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

答　
早
期
入
所
希
望
者
を
踏
ま
え
、現
在
策

定
中
の
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
・
第

９
期
介
護
保
険
事

業
計
画
で
施
設
整

備
を
検
討
し
て
い

る
。

佐
藤 

修一　
議
員

未
来
の
宝
、子
ど
も
た
ち
を
応
援

問　
４
月
に
発
足
の
木
更
津
市
合
同
生
徒
会

に
期
待
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う

答　
リ
ー
ダ
ー
を
通
し
、各
学
校
が
つ
な
が

り
、創
造
性
を
発
信
す
る
こ
と
で
、さ
ら
に

各
学
校
が
発
展
し
、活
動
を
通
し
て
、創
造

力
の
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
が
輩
出
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

問　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
と
い
う
意
味

で
、現
在
の
海
外
交
流
の
状
況
を
伺
う

答　
こ
れ
ま
で
に
、東
南
ア
ジ
ア
の
友
好
都

市
と
の
交
流
や
、小
学
生
５
・
６
年
生
対
象

に
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）の
出
身
国
の

遊
び
や
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
体
験

を
行
う
新
事
業

を
実
施
し
た
。

今
後
も
推
進
し

て
行
く
。

.........................................................................................................................................................................

永
原 
利
浩
　
議
員

君
津
医
療
圏
の
救
急
受
入
れ

体
制
の
強
化
を
願
う

問　
搬
送
先
病
院
が
決
ま
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
理
由
は

答　
受
入
れ
可
能
で
あ
る
か
が
分
か
る
シ
ス

テ
ム
の
情
報
更
新
が
遅
れ
が
ち
で
あ
る
た
め
。

問　
３
次
病
院
、２
次
病
院
も
受
入
れ
で
き

な
い
時
、次
は
ど
こ
に
打
診
を
し
て
い
る
か

答　
再
度
、３
次
病
院
で
あ
る
君
津
中
央
病

院
に
打
診
を
し
、更
に
受
入
れ
不
可
の
時
は

君
津
医
療
圏
外
の
病
院
に
打
診
し
て
い
る
。

問　
諸
事
情
も
理
解
す
る
が
市
民
か
ら
見
れ

ば「
た
ら
い
回
し
に
遭
っ
た
」と
な
る
。
本
シ

ス
テ
ム
が
目
的
通
り

稼
働
す
る
よ
う
千
葉

県
に
対
し
医
療
機
関

の
情
報
更
新
を
促
す

よ
う
依
頼
さ
れ
た
し
。

答　
承
知
し
た
。

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

子どもたちの活発な議論

岩根東地区避難所開設訓練の様子

幾つもある市民要求の１つだと考えます

待機者ゼロを目指して

第166号2023年（令和5年）11月1日（水）
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第166号 2023年（令和5年）11月1日（水）

.........................................................................................................................................................................

.........................................................................................................................................................................

安
藤 

順
子
　
議
員

所
有
者
不
明
の
空
家
の
雑
草
か
ら

ヘ
ビ
！　
ど
う
し
た
ら
よ
い
？

問　
空
家
に
つ
い
て
の
困
り
ご
と
。
木
更
津

市
と
し
て
の
対
策
は

答　
近
隣
の
方
が
困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、写
真
を
添
付
し
、適
切
な
管
理
を
お
願

い
す
る
書
面
を
送
付
し
て
い
る
。

問　
そ
れ
で
も
対
応
し
て
い
た
だ
け
な
い
場

合
、今
後
は

答　
「
助
言
・
指
導
」に
従
わ
ず
、空
き
家
を

放
置
す
る
と「
勧
告
」を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
、固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
が
解
除
と
な

る
こ
と
。（
固
定
資
産
税
が
増
額
）ま
た
６
月

公
布
の
改
正
法
に
よ
り
、管
理
不
全
空
き
家

に
つ
い
て
も
対

象
拡
大
。
こ
れ

に
つ
い
て
も
市

役
所
か
ら
あ
わ

せ
て
お
知
ら
せ

す
る
。

大
野 

俊
幸
　
議
員

公
設
地
方
卸
売
市
場
の

移
転
計
画
に
つ
い
て

問　
新
市
場
は
旧
市
役
所
跡
地
へ
の
移
転
を

検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、現
市
場
敷

地
よ
り
旧
市
役
所
跡
地
の
方
が
狭
い
と
思
わ

れ
る
。
新
市
場
の
規
模
は

答　
現
市
場
と
同
規
模
で
検
討
し
て
い
る
。

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
旧
市
役
所
跡
地
の
方

が
狭
い
た
め
、仮
に
旧
市
役
所
跡
地
へ
移
転

し
た
場
合
は
、青
果
市
場
の
屋
上
に
卸
売
業

者
と
職
員
の
駐
車
場
を
設
け
る
予
定
。

問　
新
市
場
で
市
場
活
性
化
を
図
る
新
た
な

機
能
や
仕
組
み
を
取
り
入
れ
る
考
え
は

答　
出
荷
者
や
買
受

人
の
方
々
に
選
ば
れ
、

人
と
食
の
情
報
の
交

流
の
場
と
な
る
よ
う

な
機
能
と
仕
組
み
を

計
画
・
整
理
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

.........................................................................................................................................................................

吾
津
松
太
郎
　
議
員

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の

今
後
の
考
え
方
に
つ
い
て

問　
街
な
か
居
住
マ
ン
シ
ョ
ン
取
得
助
成
事

業
を
活
用
し
、新
た
に
中
心
市
街
地
に
転
入

し
た
住
民
の
出
身
割
合
は

答　
市
外
転
入
は
70
戸
、市
内
転
居
は
59
戸
。

問　
新
住
民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
は

答　
マ
ン
シ
ョ
ン
入
口
に
野
菜
ス
タ
ン
ド
を

設
置
し
、生
産
者
が
販
売
す
る
実
証
実
験
を

行
っ
た
。
引
き
続
き
市
民
・
事
業
者
・
市
が一

体
と
な
り
、中
心
市
街
地
の
暮
ら
し
や
す
さ

向
上
に
向
け
、連
携
を
図
っ
て
い
く
。

問　
富
士
見
通
り
再
整
備
の
進
捗
予
定
は

答　
令
和
６
年
度
中
に
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
及

び
無
電
柱
化

工
事
の
完
了
、

歩
道
整
備
に

着
手
し
７
年

度
中
の
完
成

を
目
指
す
。

空
家
と
し
て
案
内
さ
れ
た
現
場
。

家
屋
が
み
え
ま
せ
ん
！

再
整
備
事
業
が
進
む
予
定
の

富
士
見
通
り

卸売市場（青果部）の様子

9月定例会の傍聴者は延べ48名でした。
12月定例会の特別委員会の開催日時は現在未定です。
詳しくは、議会事務局（電話 23‐7185）へお問い合わせ
ください。

●声の市議会だよりについて
視覚障がい者を対象に市議会だよりを録音したＣＤを貸し出
しています。また、市議会ホームページからも「声の市議会だ
より」をお聞きいただけます。

●本会議のインターネット中継について
本会議の映像（生中継及び録画中継）をイン
ターネットでもご覧いただけます。

URL：　http://www.city.kisarazu.lg.jp/shigikai/eizo/
　　　 1003184.html

次
回
12
月
定
例
会（
予
定
）

日

11
本会議あ
（初日）

12
本会議あ
（初日）

13
本会議

（議案審議）
（閉会）

14
本会議あ
（初日）

15
本会議あ
（初日）

10 16

4
本会議あ
（初日）

5
総務常任
委員会

6
教育民生
常任委員会

7
建設経済
常任委員会

8
本会議あ
（初日）

3 9

27 28 29 30 12/126 2

30
本会議あ
（初日）

1
本会議あ
（初日）

11/22
本会議
（開会）

23
本会議
（開会）

24
本会議あ
（初日）

30 25
月 火 水 木 金 土

本 　 会 　 議
（ 一 般 質 問 ）
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市議会だよりへのご意見・ご感想はこちら 「市議会だよりへの意見・感想」

こちら編集会議

※いただいたご意見等は、市議会だよりに掲載する
　場合があります。また、回答が必要な場合、お名前
　とご連絡先をお書きください。

木更津市議会広報委員会　◎委員長  〇副委員長
　◎佐藤　修一　〇田中　紀子　　吉田眞紀人
　　吾津松太郎　　柗井　晃治　　藤田　真澄

　太田山プレーパークさんの取材日は特別に『火起こし
体験』があり、子どもたちと一緒にカレーを作りました。
太田山公園の豊かな自然の中でみんなで食べたカレー
は格段に美味しかったです！　　　　　　　　  （記：吉田）

メール）
電　話）
ＦＡＸ）
ハガキ）

宛　先）

gikai@city.kisarazu.lg.jp
0438-23-7185
0438-22-4734
右の部分を切り取って、官製はがき
の裏面にのり付けして投函
〒292-8501木更津市富士見1-2-1
市議会事務局　あて



Topics ～太田山プレーパークを取材～

太田山プレーパーク立ち上げ２年目
　自然が大好きな幼稚園仲間で市外のプレーパークに
通っていたところ、『子どもたちの遊び場』を自分たちの
地域でも確保したいという思いから立ち上げました。協
働のまちづくり活動支援
事業に採択され、太田山
公園で活動しています。
多い時では大人も合わせ
て50人ほどの参加がある
とのこと。

やっても良し、やらなくても良し
　ここでの遊び方に決まりは無く、“自分の責任で自由に
遊ぶ”をモットーに、自然と触れ合いながら自由に行動す
ることで、子どもたちの好奇心や自発性を引き出し、成

長を促しています。また、市の許
可を得て『“火”を使えるように
なったことが嬉しい』 と代表の
小磯さん。
　オール電化で育つ子どもが増
えている中で、日頃の遊びの延
長で火を扱うことで、いざとい
う災害時にも必ず役に立ち、成
長していく上ですごく重要な経
験にもなると語っていました。

子どもたちに必要な“サンマ（３間）”
　子どもたちが自由
に遊ぶには『時間・空
間・仲間』の３つの“間”
が必要不可欠。今の時
代の子どもは外で遊
ばないと言われます
が、公園では禁止事項も多く、騒音問題も社会問題にな
っています。代表は『子どもたちが伸び伸びと遊べる環
境がないのは大人の責任』と話していました。現在は市
から公園を借りて活動をしていますが、今後は常設化を
目指し 『あそこに行けば大丈夫』と思ってもらえるよう
なプレーパークを作りたいと話していました。

『ケガと弁当は自分持ち』～自由に遊ぶ〝時間･空間･仲間”～

代表の小磯さん（中央）
副代表の山本さん（左）
副代表の三日月さん（右）

① 関心があったものはどれですか。（複数可）
表紙・令和５年度一般会計補正予算・令和４年度
決算の認定・議案審議・高柳小議場見学・賛否の
わかれた議案等・請願・発議案・要望書の提出・
一般質問・ Topics

② （表紙とTopics）の取材記事の感想

③ 市議会だよりに関するご意見・ご感想

太田山プレーパーク
【活動場所】
・太田山公園自由広場、展望公園
【活動日】
・毎週金曜日………15～17 時
・毎月第２土曜日 …10～16 時
（雨天中止）
【連絡先】
ohdayama.playpark@gmail.com
太田山プレーパーク
インスタグラム火起こしに挑戦

※プレーパーク…子どものやりたいことを尊重する遊び場。


